
 
 

 

ビジネスプロデュース力養成ラボ B-LABO第６回は、2020年 11月 13日に Web開催されまし

た。 

 

◎ゼミナール編 第 6回 

日  時 ： 2020年 11月 13日（金）10:00～15:30 

会  場 ： オンライン（Microsoft Teams） 

内  容 ： 価値作り設計 

参加者 ： ８名 

 

（１）10:00よりゼミナール編を開講しました。 

「価値作り設計」のテキストに即して、講義が進められました。これまで学んできた

「理想追求型 QC ストーリー」を進めるにあたり、新しい価値をどのように作りだすか

についての３つの視点を学びました。 

①新しいプロジェクトを進めるなら、うまくいかないことが多いでしょう。その場合

に「失敗」ととらえて、原因を追及し、繰り返さないようにすることが、前回まで

学んだ失敗学の視点と言えます。 

②理詰めで価値を作り出していくことを目指すのが、今回の価値作り設計の内容で

す。 

③消費者がどのように価値を判断するかについての研究もあります。 

「価値作り設計」は、スタンフォード大学では、半年にわたるプログラムですが、書

籍のエッセンスが 11:30までに説明されました。 

 

（２）11：30 から 13:00 まで、昼食の時間、プラス、個人ワーク課題の検討時間としまし

た。個人ワーク課題は、成果発表会に向けて自分の発表を検討する、というものでした。

成果発表のテーマは、すでにアナウンスのあった３つの発表ジャンル（①理想追求型 QC

ストーリーを自らのケースに適用して話す、②B-LABO の受講を通しての自らの気付き

について話す、③B-LABO でのグループワークで印象深かったものについて話す）から

1つを選択します。 

 

（３）13:00から午後の部が開催されました。グループに分かれ、受講者がそれぞれの発表



内容の構想について個人ワークの結果を持ち寄り、他のメンバーの意見を参考にブラ

ッシュアップしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）休憩をはさんで、自らの発表方針について、それぞれ発表しました。発表順序は申し

出順としました。次回の午後の後半の時間で、成果発表会の準備をします。テンプレー

トを共有化し、作業を加速できるようにしました。 

 

以上で、ゼミナール編を終了しました。終了にあたり、今回の内容について振り返りを記

述いただくよう案内がありました。 

 

《振り返りリポートに記載する内容》 

１）今回の気づきの確認。 

特に、受講前の自分の意見と、受講後の意見の違いについての気づき。 

２）内容でわかりにくかった点。 

３）運営上、改善を希望する点。 

４）その他、感想やコメントなど。 

 

 

◎早わかり講座編 第 6回 

日  時 ： 2020年 11月 13日（金）16:00～17:00 

会  場 ： オンライン（Microsoft Teams） 

内  容 ： イノベーション・事業戦略早わかり 

参加者 ： 20名 

 

（５）16:00より、早わかり編が開催されました。岡田講師から最初に、前回のアンケート

に書かれた質問について、回答がありました。今回は、イノベーション・事業戦略早わ

受講の様子 



かりについての講義がありました。講義後に、内容についての質問の時間をとりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）修了後、今回の内容について振り返りを記述いただくよう案内がありました。 

 

（７）講義終了後、今回の内容について振り返りを記述いただくよう案内がありました。 

 

《振り返りリポートに記載する内容》 

１）今回の気づきの確認。 

特に、受講前の自分の意見と、受講後の意見の違いについての気づき。 

２）内容でわかりにくかった点。 

３）運営上、改善を希望する点。 

４）その他、感想やコメントなど。 

 

以上で、B-LABO第６回を終了いたしました。 

 

  

講義の様子 



 


